
第
だい

１５回
かい

毎
ま い に ち

日パソコン入
にゅうりょく

力コンクール

冬
とう

季
き

大
た い か い

会
【課

か

　題
だい

】

第
だい

５部
ぶ

　和
わ ぶ ん

文Ａ　小
しょうがくせい

学生高
こうがくねん

学年

ことわざ・慣
か ん よ う く

用句②

制
せ い げ ん じ か ん

限時間５分
ふん

【コンクール当
とうじつ

日の注
ちゅういじこう

意事項】

１．この用
よ う し

紙を拡
かくだい

大・修
しゅうしょく

飾などして、当
とうじつ

日使
し よ う

用しても問
もんだい

題ありません。

２．団
だんたいせきにんしゃ

体責任者の指
し じ

示にしたがい、１８桁
けた

の参
さんかばんごう

加番号を半
はんかくすうじ

角数字で入
にゅうりょく

力してください。

３．課
か だ い

題の入
にゅうりょく

力はすべて全
ぜんかく

角文
も じ

字でおこなってください。スペースと改
かいぎょう

行も字
じ す う

数に数
かぞ

え

ます。ただし最
さいしゅうぎょう

終行はのぞきます。

※この課
か だ い

題は、小
しょうがくかん

学館　例
れいかいがくしゅう

解学習ことわざ辞
じ て ん

典 第
だいにはん

二版より引
いんよう

用しました。

（文
も じ

字数
すう

２, ２００字
じ

程
てい

度
ど

）

＜課
かだいぶんしょう

題文章の禁
き ん そ く も じ

則文字について＞

毎
まいにち

日パソコン入
にゅうりょく

力コンクールでは、引
いんよう

用した文
ぶんしょう

章を原
げんぶん

文のままソフトに取
と

り込
こ

んでい

るため、行
ぎょうとう

頭、行
ぎょうまつ

末に禁
き ん そ く も じ

則文字が来
く

る場
ば あ い

合があります。課
かだいぶんしょう

題文章のＰＤＦファイルど

おりに入
にゅうりょく

力すると正
せいかい

解になります。

第
だい

５部
ぶ

 課
か だ い

題
この用

ようし

紙は、大
たいかい

会当
とうじつ

日使
しよう

用しますので、必
かなら

ずご持
じ

参
さん

ください。

主
しゅさい

催  毎
まいにちしんぶんしゃ

日新聞社

  一
いっぱんしゃだんほうじん

般社団法人　日
に ほ ん

本パソコン能
のうりょくけんていいいんかい

力検定委員会

後
こうえん

援  総
そ う む し ょ う

務 省

  文
も ん ぶ か が く し ょ う

部 科 学 省

  厚
こ う せ い ろ う ど う し ょ う

生 労 働 省

  経
け い ざ い さ ん ぎ ょ う し ょ う

済 産 業 省 ほか



１行
ぎょう

３２字
じ づ め

詰で、つぎの文
ぶんしょう

章を入
にゅうりょく

力してください。

　※　　の箇
か し ょ

所で改
かいぎょう

行（Enter） してください。

二
ふた

つ返
へん

事
じ

　快
こころよ

く、すぐ返
へん

事
じ

をすること。

　二
ふた

つ返
へん

事
じ

でたのまれ事
ごと

を引
ひ

き受
う

ける。

言
い

うまでもない

　わざわざ口
くち

に出
だ

して言
い

わなくても、わかっている。当
とうぜん

然のことだ。

　どの命
いのち

もかけがえのないことは言
い

うまでもない。

判
はん

で押
お

したよう

　同
おな

じことのくり返
かえ

しで変
へん

化
か

のないようす。

　判
はん

で押
お

したように毎
まいあさ

朝五
ご じ

時に散
さん

歩
ぽ

に出
で

かける。

身
み

を粉
こ

にする

　苦
く

労
ろう

をいやがらずにけんめいに働
はたら

く。

　人
ひと

にたよらないで旅
りょ

費
ひ

をかせごうと身
み

を粉
こ

にして働
はたら

く。

首
くび

を縦
たて

にふる

　承
しょう

知
ち

する。賛
さんせい

成する。同
どう

意
い

する。

　「 行
い

きたくない 」と言
い

い張
は

って、なかなか首
くび

を縦
たて

にふらない。

腹
はら

が立
た

つ

　しゃくにさわる。おこる。

　足
あし

をふんで知
し

らんぷりとは腹
はら

が立
た

つ。

魚
うおごころ

心あれば水
みずごころ

心

　相
あい

手
て

がこちらに好
こう

意
い

を持
も

つならば、こちらも相
あい

手
て

に好
こう

意
い

を持
も

つように

なる。

　好
こう

意
い

を持
も

って接
せっ

すれば、魚
うおごころ

心あれば水
みずごころ

心で、相
あい

手
て

も好
こう

意
い

を持
も

ってくれ

るものだ。

手
て

が付
つ

けられない

　どうすることもできない。手
て

のほどこしようがない。おさえようがな

い。

　強
きょう

力
りょく

打
だ

線
せん

に火
ひ

がついて手
て

が付
つ

けられない。



雲
くも

の上
うえ

の人
ひと

　手
て

の届
とど

かない所
ところ

にいる人
ひと

。

　あの人
ひと

はわたしにとっては雲
くも

の上
うえ

の人
ひと

だ。

蜂
はち

の巣
す

をつついたよう

　手
て

がつけられないほどの大
おお

さわぎになるようす。

　先
せんせい

生が結
けっこん

婚するといううわさに、教
きょうしつじゅう

室中が蜂
はち

の巣
す

をつついたような大
おお

さわぎになった。

口
くち

をはさむ

　他
た

人
にん

の話
はなし

に割
わ

りこんで話
はな

す。

　ぼくと母
はは

との話
はなし

に、姉
あね

が横
よこ

から口
くち

をはさむ。

気
き

が置
お

けない

　えんりょしたりしないで気
き

楽
らく

に付
つ

きあえる。気
き

がねがない。

　幼
おさな

なじみの彼
かれ

とは気
き

が置
お

けない仲
なか

だ。

抱
ほうふくぜっとう

腹絶倒

　腹
はら

をかかえ倒
たお

れるほど大
おおわら

笑いすること。

　あまりのおかしさに抱
ほうふくぜっとう

腹絶倒する。

登
とう

竜
りゅう

門
もん

　そこを通
とお

ると必ず出
しゅっ

世
せ

できるといわれる、突
とっ

破
ぱ

するのがむずかしい所
ところ

。

　芥
あくたがわしょう

川賞は、作
さっ

家
か

の登
とう

竜
りゅう

門
もん

である。

緑
みどり

の黒
くろかみ

髪

　若
わかわか

々しくて、黒
くろ

くつやのある美
うつく

しい髪
かみ

。

　緑
みどり

の黒
くろかみ

髪を持
も

った美
うつく

しい女
じょせい

性。

半
はんしんはん

信半疑
ぎ

　半
はんぶん

分は信
しん

じ、半
はんぶん

分は疑
うたが

うこと。

　うわさ話
ばなし

を半
はんしんはん

信半疑
ぎ

で聞
き

く。

情
なさ

けは人
ひと

のためならず



　人
ひと

に親
しんせつ

切にすれば、いつかはめぐりめぐって自
じ

分
ぶん

の所
ところ

にもどって来
く

る

。自
じ

分
ぶん

のためと思
おも

って人
ひと

には親
しんせつ

切にしなさい。

　情
なさ

けは人
ひと

のためならず、自
じ

分
ぶん

のためでもあるんだよ。

青
せいてんはくじつ

天白日

　心
こころ

にやましいことがなく、晴
は

れ晴
ば

れとした気
き

分
ぶん

のこと。また、無
む

罪
ざい

で

あることがはっきりすること。

　無
む

実
じつ

が認
みと

められ、青
せいてんはくじつ

天白日の身
み

となる。

似
に

ても似
に

つかない

　少
すこ

しも似
に

ていない。まるでちがう。

　やさしい顔
かお

立
だ

ちから似
に

ても似
に

つかない乱
らんぼう

暴なことばが飛
と

び出
だ

した。

伏
ふくせん

線を張
は

る

　後
あと

に述
の

べることを前
まえ

もってそれとなくふれておく。

　前
まえ

のほうでさりげなくふれて伏
ふくせん

線を張
は

る。

飛
と

ぶ鳥
とり

を落
お

とす勢
いきお

い

　非
ひ

常
じょう

に勢
いきお

いに乗
の

っているようす。

　連
れんせんれんしょう

戦連勝で飛
と

ぶ鳥
とり

を落
お

とす勢
いきお

いだ。

水
みず

と油
あぶら

　たがいに、性
せいかく

格や考
かんが

え方
かた

がちがい、気
き

が合
あ

わないこと。

　二
ふ た り

人はまるで水
みず

と油
あぶら

だ。

一
ひとかわ

皮むける

　技
ぎ

術
じゅつ

や、姿
すがたかたち

形が洗
せんれん

練されて、前
まえ

よりよくなる。

　都
と

会
かい

暮
ぐ

らしで一
ひとかわ

皮むけて美
うつく

しくなる。

取
と

り付
つ

く島
しま

もない

　たよりにして取
と

りすがる所
ところ

がない。冷
つめ

たく見
み

放
はな

される。

　何
なに

を聞
き

いても返
へん

事
じ

もしてくれず取
と

り付
つ

く島
しま

もない。

用
よう

意
い

周
しゅう

到
とう

　用
よう

意
い

が細
こま

かいところまでゆき届
とど

いていて、手
て

ぬかりがないこと。

　用
よう

意
い

周
しゅう

到
とう

に登
と

山
ざん

のための準
じゅん

備
び

をする。



雲
くも

をつかむ

　とらえどころがなく、はっきりしない。

　何
なんおくねん

億年も前
まえ

と言
い

われても、まるで雲
くも

をつかむ話
はなし

でぴんと来
こ

ない。

満
まん

を持
じ

する

　準
じゅん

備
び

を十
じゅうぶん

分ととのえて、機
き

会
かい

を待
ま

つ。

　ここで代
だい

打
だ

が満
まん

を持
じ

して登
とうじょう

場する。

胸
むね

を打
う

つ

　強
つよ

く感
かんどう

動する。人
ひと

を強
つよ

く感
かんどう

動させる。心
こころ

を打
う

つ。

　厳
きび

しい自
し

然
ぜん

の中
なか

で必
ひっ

死
し

に生
い

きようとする動
どうぶつ

物の姿
すがた

が胸
むね

を打
う

つ。

頭
あたま

が上
あ

がらない

　相
あい

手
て

が自
じ

分
ぶん

よりすぐれていると感
かん

じて、引
ひ

け目
め

を感
かん

じる。

　いつも宿
しゅくだい

題を手
て

伝
つだ

ってもらっているので、姉
あね

には頭
あたま

が上
あ

がらない。

棒
ぼう

ほど願
ねが

って針
はり

ほどかなう

　大
おお

きく願
ねが

ってもかなうのはごくわずかである。願
ねが

い通
どお

りにはなかなか

いかない。

　どうせ棒
ぼう

ほど願
ねが

って針
はり

ほどかなうものならば夢
ゆめ

は思
おも

い切
き

り大
おお

きく持
も

と

う。

くさってもたい

　値
ね う

打ちのあるものは、古
ふる

くなっても、いたんでもそれなりの値
ね う

打ちを

持
も

っている。

　ボロボロだけど、くさってもたいの貴
き

重
ちょう

な本
ほん

だ。

過
す

ぎたるは及
およ

ばざるがごとし

　やり過
す

ぎは、足
た

りないのと同
おな

じでよくない。ものごとにはちょうどよ

い程
てい

度
ど

というものがある。

　いくら運
うんどう

動が健
けんこう

康によいといっても、運
うんどう

動をし過
す

ぎては、過
す

ぎたるは

及
およ

ばざるがごとしで、かえって体
からだ

をこわして運
うんどう

動不
ぶ

足
そく

と同
おな

じことになっ

てしまう。

群
ぐん

を抜
ぬ

く



　大
おお

ぜいの中
なか

で、ずばぬけて優
すぐ

れている。抜
ばつ

群
ぐん

である。

　オリンピックで群
ぐん

を抜
ぬ

く強
つよ

さを見
み

せた。

寸
すん

暇
か

を惜
お

しむ

　わずかな空
あ

き時
じ

間
かん

も大
だい

事
じ

に使
つか

う。

　寸
すん

暇
か

を惜
お

しんで練
れんしゅう

習に励
はげ

む。

心
しん

機
き

一
いってん

転

　あることをきっかけにして、気
き

分
ぶん

がすっかり変
か

わること。

　中
ちゅう

学
がくせい

生になって心
しん

機
き

一
いってん

転、急
きゅう

に勉
べんきょう

強するようになった。

とんぼ返
がえ

り

　目
もくてき

的地
ち

へ行
い

って用
よう

をすませて、すぐに引
ひ

き返
かえ

すこと。

　旅
たびさき

先からとんぼ返
がえ

りですぐにもどる。

単
たんとう

刀直
ちょくにゅう

入

　前
まえ

置
お

きをしないで、いきなり本
ほんだい

題に入
はい

ること。直
ちょくせつ

接ずばり要
ようてん

点に入
はい

る

こと。

　単
たんとう

刀直
ちょくにゅう

入に言
い

って、この意
い

見
けん

に反
はんたい

対です。

両
りょう

雄
ゆうなら

並び立
た

たず

　同
おな

じような力
ちから

のあるものが二
ふ た り

人いると、必
かなら

ず争
あらそ

うようになり、どちら

かがたおれるものである。

　両
りょう

雄
ゆうなら

並び立
た

たず、ついに雌
し

雄
ゆう

を決
けっ

する時
とき

が来
き

た。

気
き

にやむ

　気
き

にして、なやむ。くよくよする。

　成
せいせき

績が下
さ

がったことを気
き

にやむ。

たいぜんじじゃく

　ゆったりと落
お

ち着
つ

いて、いつもと変
か

わらないようす。ゆうぜん。

　地
じ

震
しん

で家
いえ

がゆれてもたいぜんじじゃくとしていた。


